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製品の概要製品の概要

RichTextBox for WPF/Silverlight は、WPF/Silverlight 用の市場で最も充実したリッチテキストエディタです。書式設定され

たテキストを HTML または RTF ドキュメントとしてロード、編集、および保存します。C1RichTextBox コントロールは、さまざま

な書式設定、行の自動折り返し、HTML と RTF のインポート/エクスポート、テーブルのサポート、画像、注釈などを提供しま

す。

メモメモ：説明内に含まれるクラスおよびメンバーに対するリファレンスへのリンクは、原則としてWPF版のリファレンスペー

ジを参照します。Silverlight版については、目次から同名のメンバーを参照してください。

C1.Silverlight.RichTextBox.dll アセンブリアセンブリ

C1.Silverlight.RichTextBox.dll には C1RichTextBox コントロールが含まれます。これは、WPF で使用されているエディタ

と同様のドキュメントベースのアーキテクチャを備えた完全なエディタです。

主要なクラス主要なクラス

C1.Silverlight.RichTextBox.dll アセンブリには、次の主要なクラスが含まれます。

C1RichTextBox: C1Document ドキュメントの表示および編集に使用するコントロールです。このコントロールを使用

して、HTML をインポートおよびエクスポートすることができます。このコントロールは、フォント、前景色、背景色、境界

線、段落の配置、画像、ハイパーリンク、リスト、任意の UIElement オブジェクトなどのさまざまな書式をサポートして

います。

C1Document: ドキュメントを、段落、リスト、画像などのドキュメントコンポーネントを表す要素の階層化リストとして表

現するクラスです。C1Document オブジェクトによって公開されるオブジェクトモデルは、WPF FlowDocument クラス

および HTML DOM で使用されるオブジェクトモデルに似ています。

C1.Silverlight.RichTextBox.Toolbar.dll アセンブリアセンブリ

C1.Silverlight.RichTextBox.Toolbar.dll には C1RichTextBoxToolbar コントロールが含まれます。このコントロール

は、C1RichTextBox コントロールに接続されて、一般的な書式設定コマンドを提供するツールバーです。ツールバーは別の

DLL にパッケージ化されています。これは、多くのアプリケーションが C1RichTextBox に対して独自のカスタムツールバーを

実装する（またはツールバーを実装しない）ことを選択すると考えられるためです。このようなアプリケーションで標準のツール

バーを配布する必要はありません。

主要なクラス主要なクラス

C1.Silverlight.RichTextBox.Toolbar.dll アセンブリには、次の主要なクラスが含まれます。

C1RichTextBoxToolbar：：C1RichTextBox コントロールに接続されるツールバーコントロールです。太字、斜体、下

線、フォントサイズ、位置揃えなどの一般的な書式設定コマンドを提供します。

C1.Silverlight.RichTextBox.RtfFilter.dll アセンブリアセンブリ

C1.Silverlight.RichTextBox.RtfFilter.dll には、C1RichTextBox（C1Document）との間でリッチテキスト形式のドキュメント

をインポートまたはエクスポートするために必要なフィルタが含まれています。

主要なクラス主要なクラス

C1.Silverlight.RichTextBox.RtfFilter.dll アセンブリには、次の主要なクラスが含まれます。

RrfFilter：：このクラスは、任意の C1Document で使用できる ConvertToDocument メソッドと
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主な特長主な特長

RichTextBox for WPF/Silverlight を使用すると、機能豊富でカスタマイズされたアプリケーションを作成できます。次のよう

な主要機能を利用して、RichTextBox for WPF/Silverlight を最大限に活用してください。

インポートとエクスポートの形式インポートとエクスポートの形式

RichTextBox for WPF/Silverlight は、RTF、HTML、およびプレーンテキストのインポートとエクスポートをサポートし

ます。既存のリッチテキストまたは HTML を C1RichTextBox コントロールにロードし、ドキュメントを編集し、RTF また

は HTML に再度エクスポートします。

さまざまな書式の適用さまざまな書式の適用

複数のフォント、装飾、色、テーブル、画像、リストなどを含むテキストを編集して書式設定できます。

言語のサポート言語のサポート

C1RichTextBox は、中国語、日本語、韓国語の各言語をサポートするようになりました。

C1RichTextBoxToolbar
一般的な機能をすべて備えた C1RichTextBoxToolbar コントロールを使用して即座に開始することも、自分でカスタ

ムのツールバーを作成することもできます。このコントロールは、フォントファミリ、フォントサイズ、フォント拡大、フォント

縮小、斜体、下線、大文字小文字の変更、下付き、上付き、テキストの色、テキスト強調表示の色、左寄せ、中央寄

せ、右寄せ、均等割り付け、箇条書き、番号付き、テキスト折り返し、罫線の太さ、罫線の色、段落の色、マージン、パ

ディング、画像の挿入、記号の挿入、ハイパーリンクの挿入、ハイパーリンクの削除、切り取り、コピー、貼り付け、元に

戻す、やり直す、検索と置換、スペルチェックなどのアクションを提供します。RichTextBoxToolbar は、C1Toolbar コ
ントロールを使用して完全なカスタマイズが可能です。詳細については、「C1RichTextBoxToolbar の使い方」を参照し

てください。

ページのズームページのズーム

RichTextBox は、印刷レイアウトでも下書きビューでもページズームをサポートします。

テキストのスペルチェックテキストのスペルチェック

RichTextBox は、C1SpellChecker コンポーネントを使用して次の２種類のスペルチェックをサポートします。

モーダルスペルチェックモーダルスペルチェック：［スペル］ダイアログボックスを表示して、ドキュメント内のスペルミスを個別に選択しま

す。スペルミスを無視したり、正しいスペルを入力するか候補リストから選択してミスを修正したり、その単語を

辞書に追加することができます。詳細については、「モーダルスペルチェック」を参照してください。

入力中スペルチェック入力中スペルチェック：入力中にスペルミスを通常は赤い波線の下線で強調表示します。ドキュメント内のスペ

ルミスを右クリックすると、無視する、辞書に追加する、スペル候補から選択してスペルミスを自動的に修正す

るなどのオプションメニューが表示されます。

詳細については、「スペルチェック」を参照してください。

元に戻す元に戻す/やり直しのサポートやり直しのサポート

RichTextBox 内のデータを安心して編集できます。ボタンをクリックして、簡単に変更を元に戻したり、やり直すことがで

きます。

クリップボードのサポートクリップボードのサポート

C1RichTextBox は、クリップボードを完全にサポートします。RichTextBox 内での切り取り/コピー/貼り付けの操作を

実装します。

注釈注釈

C1RichTextBox を使用して、ドキュメントに強調表示や注釈を追加できます。注釈は、Web ドキュメントの一部にアタッ

チできるコメント、メモ、備考、または説明です。

PDF形式に保存形式に保存

直接印刷する他、C1RichTextBox の内容が PDF 形式にエクスポートすることもできます。

充実したドキュメントオブジェクトモデル充実したドキュメントオブジェクトモデル
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クイックスタートクイックスタート

このクイックスタートでは、最初に、Visual Studioで WPF/Silverlight アプリケーションを作成し、新しいアプリケーション

にC1RichTextBox コントロールとC1RichTextBoxToolbar コントロールを追加し、アプリケーションをカスタマイズするコード

を追加し、アプリケーションを実行して実行時に可能な操作を確認します。

手順手順1：：WPF/Silverlight アプリケーションの作成アプリケーションの作成

この手順では、新しい WPF/Silverlight アプリケーションを作成し、XAMLで C1RichTextBox コントロール

と C1RichTextBoxToolbar コントロールを追加します。この手順を完了すると、主要な機能を備えたリッチテキストエディタが

できあがります。

デザインビューでデザインビューで

デザインビューでは、WPFアプリケーションにRichTextBoxコントロールを追加するには、次の手順に従います。

1. Visual Studioで新しいWPFアプリケーションプロジェクトを作成します。

2. ツールボックスに移動し、C1RichTextBox コントロールとC1RichTextBoxToolbar コントロールを探します。

3. C1RichTextBox とC1RichTextBoxToolbar アイコンをダブルクリックして、 MainWindow に追加します。

4. XAML ビューで MainWindow タグを編集し、ページにコントロールの名前空間を追加します。

XAML

xmlns="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation"
xmlns:x="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml"
xmlns:c1="http://schemas.componentone.com/winfx/2006/xaml" 
x:Class="RTBQuickStart.MainWindow"
Title="MainWindow" Height="350" Width="525">

5. カーソルを <Grid> タグと </Grid> タグの間に置き、１回クリックします。<Grid>タグの中に次のマークアップを追加し

て、StackPanel パネルを追加します。

XAML

<StackPanel HorizontalAlignment="Left" Margin="0,10,0,0" x:Name="SP" 
VerticalAlignment="Top" Height="418" Width="645" Grid.ColumnSpan="2" 
Grid.Column="1"/>

6. XAML ビューで StackPanel のタグの間をクリックし、次のマークアップを追加して、C1RichTextBoxToolbar コント

ロールと C1RichTextBox コントロールを追加します。

XAML

<c1:C1RichTextBox Name="c1RichTextBox1" Margin="0,127,0,10"/>
<c1:C1RichTextBoxToolbar RichTextBox="{Binding ElementName= c1RichTextBox1}" 
Name="C1RTBTB" Margin="3,0,-3,197" />

アプリケーションを実行すると、ほぼ完全な機能を備えた C1RichTextBox アプリケーションが表示されま

す。C1RichTextBox コントロールにテキストを入力し、C1RichTextBoxToolbar のオプションを使用してテキストを編集でき

ます。次の手順では、スペルチェックを設定し、アプリケーションをさらにカスタマイズします。
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public MainPage()
{
   InitializeComponent();
   var spell = new C1SpellChecker();
   spell.MainDictionary.LoadAsync("C1Spell_en-US.dct");
   this.C1RTB.SpellChecker = spell;
}

 

6. MainPage コンストラクタの先ほど追加したコードの下に、次のコードを追加します。

VisualBasic

Me.c1RichTextBox1.Text = "Hello World! Weelcome to the most complete rich text
editor availible for WPF. Load, edit, and save formattted text as HTML or RTF
documents with RichTextBox for WPF. The C1RichTextBox control provids rich
formatting, automatic line wrapping, HTML and RTF import/export, table support,
images, anotations, and more."

C#

this.c1RichTextBox1.Text = "Hello World! Weelcome to the most complete rich text
editor availible for WPF. Load, edit, and save formattted text as HTML or RTF
documents with RichTextBox for WPF. The C1RichTextBox control provids rich
formatting, automatic line wrapping, HTML and RTF import/export, table support,
images, anotations, and more.";

このコードは、C1RichTextBox コントロールにコンテンツを追加します。テキストに意図的にスペルミスを入れてくださ

い。

手順手順3：実行時のコントロールの使用：実行時のコントロールの使用

前の手順では、新しい WPF/Silverlight アプリケーションを作成し、アプリケーションに C1RichTextBox コントロール

と C1RichTextBoxToolbar コントロールを追加し、スペルチェック機能を追加しました。アプリケーションを実行し、実行時に

可能な操作を確認します。

1. ［F5］キーを押してアプリケーションを実行します。
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XAML クイックリファレンスクイックリファレンス

このトピックでは、C1RichTextBox および C1RichTextBoxToolbar コントロールの作成に使用される XAML の概要を提供します。

開発を開始するには、ルート要素タグに c1 名前空間宣言を追加します。

XAML

xmlns:c1="http://schemas.componentone.com/winfx/2006/xaml"

これは C1RichTextBox および C1RichTextBoxToolbar のサンプルです。

このサンプルの XAML は次のようになります。

WPF

<Window x:Class="RichTextBoxWPFXAML.MainWindow"
xmlns=http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation
xmlns:x=http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml
Title="MainWindow"Height="370"Width="697"xmlns:c1="http://schemas.componentone.com/winfx/2006/xaml">
<GridHeight="310">
<StackPanelHorizontalAlignment="Left"Name="SP"VerticalAlignment="Top"Height="327"Width="663">
<c1:C1RichTextBoxToolbarx:Name="richToolbar"RichTextBox="{BindingElementName=C1RTB}" />
<c1:C1RichTextBoxx:Name="C1RTB"Grid.Row="1"BorderThickness="0"Height="165" /> </StackPanel> </Grid>
</Window>

Silverlight

<UserControl xmlns:c1=http://schemas.componentone.com/winfx/2006/xaml
x:Class="SilverlightApplication2.MainPage"
xmlns=http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation
xmlns:x=http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml
xmlns:d=http://schemas.microsoft.com/expression/blend/2008
xmlns:mc="http://schemas.openxmlformats.org/markup-compatibility/2006" mc:Ignorable="d"
d:DesignHeight="489" d:DesignWidth="668"> <Grid x:Name="LayoutRoot" Background="White">
<c1:C1RichTextBox Name="C1RTB" Margin="0,133,12,28" /> <c1:C1RichTextBoxToolbar
Name="richToolbar" RichTextBox="{Binding ElementName=C1RTB}" Margin="2,12,12,0"
Height="123" VerticalAlignment="Top" /> </Grid> </UserControl>
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RichTextBox for WPF/Silverlight の使い方の使い方

RichTextBox for WPF/Silverlight は、WPF/Silverlight で使用できる最も完成度が高いリッチテキストエディタです。書式設

定されたテキストをロードして編集し、HTML ドキュメントまたは RTF ドキュメントとして保存できます。C1RichTextBox コント

ロールは、さまざまな書式設定、行の自動折り返し、HTML と RTF のインポート/エクスポート、テーブルのサポート、画像、注

釈などを提供します。

C1.WPF.RichTextBox.4 または C1.Silverlight.RichTextBox.5 アセンブリには、C1RichTextBox コントロール

と C1Document オブジェクトという２つの主要なオブジェクトがあります。

C1RichTextBox は、書式設定されたテキストを表示および編集するための強力なテキストエディタです。C1RichTextBox
は、フォント、背景色、前景色、リスト、ハイパーリンク、イメージ、境界などの一般的な書式設定オプションをすべてサポートし

ます。C1RichTextBox は、HTML 形式のドキュメントのロードと保存もサポートします。

C1Document は、C1RichTextBox のコンテンツを表すクラスで、WPF/Silverlight の FlowDocument クラスに似ていま

す。WPF と同様に、C1Document はいくつかの要素（C1Block オブジェクト）積み重ねて構成され、それぞれの要素はまたい

くつかのインライン要素（C1Run オブジェクト）で構成されています。

アプリケーションの多くはこの C1RichTextBox コントロールのみを処理し、このコントロールによってドキュメントは単純に線

形的に表示されます。ドキュメント構造に完全にアクセスし、ドキュメントを直接作成したり管理するために、C1Document クラ

スが提供するリッチオブジェクトモデルを選択するアプリケーションもあります。

また、C1RichTextBoxToolbar コントロールや C1SpellChecker コンポーネントなどの関連する要素を使用し

て、C1RichTextBox コントロールの機能を拡張できます。C1RichTextBoxToolBar は、C1.WPF.RichTextBox.Toolbar.4
または C1.Silverlight.RichTextBox.Toolbar.5アセンブリに含まれるリボン形式のツールバーで

す。C1RichTextBoxToolBar コントロールを追加して C1RichTextBox コントロールにリンクし、十分な機能を持つリッチテキ

ストエディタを簡単に作成できます。C1SpellChecker は、C1.WPF.SpellChecker.4 または

C1.Silverlight.SpellChecker.5 アセンブリにあり、これを使用してエディタにスペルチェック機能を追加できます。

C1RichTextBox の概念と主要なプロパティの概念と主要なプロパティ

一見、C1RichTextBox コントロールは標準の TextBox と同じように見えます。フォント、色、テキスト、および選択を制御する

ために、このコントロールにも同じプロパティがあります。これはメリットになる場合があります。たとえば、TextBox コントロー

ルを使用するアプリケーションがあるとすると、何も変更することなくこれを C1RichTextBox コントロールに置き換えられる場

合があります。

たとえば、次のコードは簡単な検索置換ルーチンですが、これは TextBox コントロールと C1RichTextBox コントロールの両

方で動作します。

VisualBasic

Private Sub SearchAndReplace(tb As TextBox, find As String, replace As String)
   Dim start As Integer = 0
   While True
       Dim pos As Integer = tb.Text.IndexOf(find, start)
       If pos < 0 Then
           Exit While
       End If
       tb.[Select](pos, find.Length)
       ' オプションで、変更を確認するダイアログボックスを表示します。

tb.SelectedText = replace
       start = pos + 1
   End While
End Sub
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       tb.[Select](pos, find.Length)
       ' オプションで、変更を確認するダイアログボックスを表示します。

       tb.Selection.InlineBackground = New SolidColorBrush(Colors.Yellow)
       tb.SelectedText = replace
start = pos + 1
   End While
End Sub

Selection プロパティには、現在の選択範囲の書式を取得および変更するプロパティがあります。このプロパティや TextBox
コントロールと共通するプロパティを使用して、簡単にドキュメントを作成してさまざまな書式を追加できます。

前述のテクニックを使用すると、ツールバーを実装したり、ドキュメントに構文の色指定を追加できます。これらのトピックの詳

細については、後のセクションを参照してください。

C1RichTextBox のコンテンツのコンテンツ

C1RichTextBox のコンテンツを指定するには２つの方法があります。それには、Text プロパティまたは Html プロパティを使

用します。Text プロパティは、コントロールの内容をプレーンテキストとして割り当てたり取得するために使用されます。

VisualBasic

Me.C1RichTextBox1.Text = "Hello World!"

C#

this.c1RichTextBox1.Text = "Hello World!";

Html プロパティは、HTML として書式設定されたテキストを割り当てたり取得するために使用されます。HTML テキストは

XAML ファイル内でエンコードする必要があるため、たとえば太字のタグは <b> ではなく &lt;b&gt; としてエンコードされま

す。

VisualBasic

Me.C1RichTextBox1.Html = "<b>Hello World!</b>"

C#

this.c1RichTextBox1.Html = "<b>Hello World!</b>"

C1RichTextBox は、コントロール内で長い行を折り返すか、それとも行を折り返さずに水平スクロールバーを表示するかを指

定する TextWrapping プロパティを公開します。

VisualBasic

Me.C1RichTextBox1.TextWrapping = TextWrapping.NoWrap
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C#

this.c1RichTextBox1.TextWrapping = TextWrapping.NoWrap;

上のコードでは、テキストコンテンツがコントロール内でラップすることなく単一の連続した行として表示されるよう

に C1RichTextBox コントロールを設定しています。

HTML のロードと保存のロードと保存

単純な TextBox コントロールのコンテンツは、Text プロパティを使用して保存できます。Text プロパティを使用して

C1RichTextBox コントロールのコンテンツを保存することもできますが、豊富な書式設定は失われます。代わりに、Html プロ

パティを使用すると、書式設定を維持したまま C1RichTextBox のコンテンツを保存できます。

Html プロパティは、C1RichTextBox の書式設定されたコンテンツを HTML 文字列として取得または設定しま

す。C1RichTextBox に組み込まれた HTML フィルタはかなり機能が豊富で、CSS スタイル、イメージ、ハイパーリンク、リスト

などをサポートします。ただし、このフィルタはすべての HTML をサポートするわけではなく、C1RichTextBox コントロール自

体がサポートする機能に限定されます。たとえば、C1RichTextBox の現在のバージョンは、テーブルをサポートしていませ

ん。それでも、Html プロパティを使用してシンプルな HTML ドキュメントを表示できます。

C1RichTextBox に「Hello World」と入力すると、Html プロパティは次のマークアップを返します。

HTML

<html>
<head>
  <style type="text/css">
    .c0 { font-family:Portable User Interface;font-size:9pt; }
    .c1 { margin-bottom:7.5pt; }
  </style>
</head>
<body class="c0">
<p class="c1">Hello world.</p>
</body>
</html>

Html プロパティは、HTML と内部 C1Document クラスの間のフィルタになることに注意してください。C1RichTextBox に
よってサポートされていないコメント、メタ情報などの情報は HTML ストリームから破棄され、後でこの HTML ドキュメントを保

存しても保持されません。

カスタムコマンドバーを作成するカスタムコマンドバーを作成する

C1RichTextBox コントロールに書式設定などの機能を適用するために、独自のツールバー、コンテキストメニュー、または

ポップアップコントロールを作成することができます。次のセクションでは、最も基本的な書式設定コマンドを実行するために必

要なコードについて説明します。ここでは、ツールバーや AppBar を設定するためのコードについては説明していません。

以下のコードスニペットでは、ページの C1RichTextBox コントロールの名前が rtb であることを前提としています。

クリップボード機能クリップボード機能

次のコードスニペットは、クリップボード機能に使用されるコードを示しています。

コピーコピー
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C#

rtb.ClipboardCopy();
Paste
if(!rtb.IsReadOnly)
{
    rtb.ClipboardPaste();
}

貼り付け貼り付け

Example Title

if(rtb.IsReadOnly)
    rtb.ClipboardCopy();
else
{
    rtb.ClipboardCut();
}

テキスト揃え機能テキスト揃え機能

テキスト揃え機能The following code snippets demonstrate the code used for aligning text:

左揃え左揃え

C#

rtb.Selection.TextAlignment = C1TextAlignment.Left;

中央揃え中央揃え

C#

rtb.Selection.TextAlignment = C1TextAlignment.Center;

右揃え右揃え

C#

rtb.Selection.TextAlignment = C1TextAlignment.Right;

両端揃え両端揃え

C#

rtb.Selection.TextAlignment = C1TextAlignment.Justify;

フォント機能フォント機能

次のコードスニペットは、フォント機能に使用されるコードを示しています。

フォントフォント ファミリファミリ
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C#

rtb.Selection.FontFamily = newFontFamily("Arial");
Font Size
rtb.Selection.TrimRuns();
foreach(varrun inrtb.Selection.Runs)
{
    run.FontSize = size;
}

 

書式設定機能書式設定機能

次のコードスニペットは、書式設定機能に使用されるコードを示しています。

前景色前景色

C#

rtb.Selection.Foreground = newSolidColorBrush(Colors.Red);
Highlight (background) color
rtb.Selection.InlineBackground = newSolidColorBrush(Colors.Yellow);
Toggle Bold
if(rtb.Selection.FontWeight != null&& rtb.Selection.FontWeight.Value.Weight == 
FontWeights.Bold.Weight)
{
    rtb.Selection.FontWeight = FontWeights.Normal;
}
else
{
    rtb.Selection.FontWeight = FontWeights.Bold;
}

斜体の切り替え斜体の切り替え

C#

if(rtb.Selection.FontStyle != null&& rtb.Selection.FontStyle == FontStyle.Italic)
{
    rtb.Selection.FontStyle = FontStyle.Normal;
}
else
{
    rtb.Selection.FontStyle = FontStyle.Italic;
}

下線の切り替え下線の切り替え

C#

var range = rtb.Selection;
var collection = new C1TextDecorationCollection();
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if (range.TextDecorations == null)
{
    collection.Add(C1TextDecorations.Underline[0]);
}
else if (!range.TextDecorations.Contains(C1TextDecorations.Underline[0]))
{
    foreach (var decoration in range.TextDecorations)
        collection.Add(decoration);

    collection.Add(C1TextDecorations.Underline[0]);
}
else
{
    foreach (var decoration in range.TextDecorations)
        collection.Add(decoration);

    collection.Remove(C1TextDecorations.Underline[0]);
    if (collection.Count == 0)
        collection = null;
}
range.TextDecorations = collection;

書式のクリア書式のクリア

C#

rtb.Selection.InlineBackground = null;
rtb.Selection.Foreground = rtb.Foreground;
rtb.Selection.FontWeight = FontWeights.Normal;
rtb.Selection.FontStyle = FontStyle.Normal;
rtb.Selection.TextDecorations = null;

テキスト選択機能テキスト選択機能

次のコードスニペットは、テキストの選択に使用されるコードを示しています。

すべて選択すべて選択

C#

rtb.SelectAll();

 

 

ドキュメント履歴機能ドキュメント履歴機能

次のスニペットは、ドキュメント履歴機能の作成に使用されるコードを示しています。

元に戻す元に戻す

C#
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if(rtb.DocumentHistory.CanUndo)
{
    rtb.DocumentHistory.Undo();
}

やり直しやり直し

C#

if(rtb.DocumentHistory.CanRedo)
{
    rtb.DocumentHistory.Redo();
}

ハイパーリンクハイパーリンク

C1RichTextBox は、ハイパーリンクをサポートします。通常の HTML ドキュメントと同様に、この機能によってドキュメントの

特定の部分をアクティブ化できます。ユーザーがハイパーリンクをクリックすると、アプリケーションは通知を受け取り、何らか

のアクションを実行します。

次のコードに、ハイパーリンクを作成する方法を示します。

VisualBasic

Public Sub New()
   InitializeComponent()
  ' テキストを設定します

   _rtb.Text = "This is some text with a hyperlink in it."
   ' ハイパーリンクを作成します

   Dim pos As Integer = _rtb.Text.IndexOf("hyperlink")
   _rtb.[Select](pos, 9)
  Dim uri = New Uri("https://www.grapecity.co.jp/developer/", UriKind.Absolute)
   _rtb.Selection.MakeHyperlink(uri)
   ' ナビゲーション要求を処理します

   _rtb.NavigationMode = NavigationMode.OnControlKey
   AddHandler _rtb.RequestNavigate, AddressOf _rtb_RequestNavigate;
End Sub

C#

public MainPage()
{
  InitializeComponent();
  // テキストを設定します

  _rtb.Text = "This is some text with a hyperlink in it.";
  // ハイパーリンクを作成します

  int pos = _rtb.Text.IndexOf("hyperlink");
  _rtb.Select(pos, 9);
  var uri = new Uri("https://www.grapecity.co.jp/developer/", UriKind.Absolute);
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  ' ナビゲーション要求を処理します

   _rtb.NavigationMode = NavigationMode.OnControlKey
   AddHandler _rtb.RequestNavigate, AddressOf _rtb_RequestNavigate
End Sub
Private Sub _rtb_RequestNavigate(sender As Object, e As RequestNavigateEventArgs)
   Dim uri As Uri = e.Hyperlink.NavigateUri
   If uri.Scheme = "msgbox" Then
       MessageBox.Show(uri.LocalPath)
   End If
End Sub

C#

public MainPage()
{
  InitializeComponent();
  // テキストを設定します

  _rtb.Text = "This is some text with a hyperlink in it.";
  // ハイパーリンクを作成します

  int pos = _rtb.Text.IndexOf("hyperlink");
  _rtb.Select(pos, 9);
  var uri = new Uri("msgbox:Thanks for clicking!");
  _rtb.Selection.MakeHyperlink(uri);
  // ナビゲーション要求を処理します

  _rtb.NavigationMode = NavigationMode.OnControlKey;
  _rtb.RequestNavigate += _rtb_RequestNavigate;
}
void _rtb_RequestNavigate(object sender, RequestNavigateEventArgs e)
  {
   Uri uri = e.Hyperlink.NavigateUri;
   if (uri.Scheme == "msgbox")
  {
   MessageBox.Show(uri.LocalPath);
  }
}

MakeHyperlink コード内の変更点は、URI を作成する行だけです。RequestNavigate ハンドラは、URI メンバを使用してコ

マンドと引数を解析します。このテクニックを使用すると、たとえば埋め込みメニューを含むドキュメントを作成できます。

CreateHyperlink メソッドは、ドキュメント内の既存の部分をハイパーリンクに簡単迅速に変更する方法にすぎませ

ん。C1Hyperlink 要素を C1Document オブジェクトに追加して、ハイパーリンクを作成することもできます。これについては、

後のセクションで説明します。

レイアウト情報へのアクセスレイアウト情報へのアクセス

C1RichTextBox によって C1Document レイアウトを作成すると、C1TextElementView オブジェクトで構成されるツリーが

平行して作成されます。C1Document ツリー内の各 C1TextElement には、レイアウトと描画の役割を担

う C1TextElementView が１つ以上含まれます。

この C1Document ツリーを例にします。
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しまいます。

ペインタペインタ

ペインタは、C1RichTextBox がテキストを表示するキャンバスと同じキャンバスに UIElement を表示すること

で、C1RichTextBox 拡張します。これは、スタイルのオーバーライドより汎用的な拡張を可能にしますが、使い方は多少難し

くなります。C1RichTextBox では、選択範囲を表示するためにペインタを内部的に使用しています。

ペインタは、IRichTextPainter インタフェースの実装です。このインタフェースには Paint と PaintInline の２つのメソッドがあ

り、それぞれ C1RichTextBox の描画パスの異なる段階で呼び出されます。各メソッドは、描画されるビューポートのチェック

に使用される C1PaintingContext オブジェクトを受け取り、カスタム UIElement を描画するためのメソッドを持ちます。

Paint は、画面全体が再描画されるたびに呼び出されます。このメソッドが呼び出されるたびに、Paint を呼び出すことによっ

てすべての UIElements を描画する必要があります。そうしないと、要素が削除されます。毎回同じ UIElement を渡す方が、

ビジュアルツリーから削除されないので効率的です。

PaintInline は、描画される C1Line ごとに呼び出されます。このメソッドを使用すると、カスタム UIElement を描画するレイ

ヤを細かく制御できます。たとえば、要素をテキストの背景の上で、かつテキスト自体の下に描画することができます。ルール

は、Paint と同じです。PaintInline を呼び出して、すべての UIElement を描画する必要があります。そうしないと、要素が削

除されます。

Annotations サンプルは、ペインタを使用して付箋を表示します。実装は次のとおりです。

VisualBasic

Class StickyPainter
   Implements IRichTextPainter
   Private _stickies As List(Of StickyNote)
   Public Sub New(stickies As List(Of StickyNote))
       _stickies = stickies
   End Sub
   Public Sub Paint(context As C1PaintingContext)
       For Each sticky As var In _stickies
           Dim rect = context.ViewManager.GetRectFromPosition(sticky.Range.Start)
           context.Paint(Math.Round(rect.X), Math.Round(rect.Bottom), False, sticky)
       Next
   End Sub
   Public Sub PaintInline(context As C1PaintingContext, line As C1Line)
   End Sub
   Public Event PainterChanged As EventHandler(Of RichTextPainterChangeEventArgs)
End Class

C#

class StickyPainter : IRichTextPainter
{
   List<StickyNote> _stickies;
   public StickyPainter(List<StickyNote> stickies)
   {
       _stickies = stickies;
   }
   public void Paint(C1PaintingContext context)
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   {
       foreach (var sticky in _stickies)
       {
          var rect = context.ViewManager.GetRectFromPosition(sticky.Range.Start);
           context.Paint(Math.Round(rect.X), Math.Round(rect.Bottom), false, sticky);
       }
   }
   public void PaintInline(C1PaintingContext context, C1Line line)
   {
   }
   public event EventHandler<RichTextPainterChangeEventArgs> PainterChanged;
}

StickyPainter は、Paint メソッドのみを使用します。このメソッドは、各付箋に対してドキュメント内の座標を取得し、Paint を
呼び出すだけです。これは、ページング、スクロール、およびズームに左右されないドキュメント座標です。

スペルチェックスペルチェック

高性能なエディタの多くは、次の２種類のスペルチェックを実装しています。

モーダルスペルチェック：［スペル］モーダルスペルチェック：［スペル］ダイアログボックスを表示して、ドキュメント内のスペルミスを個別に選択します。ス

ペルミスを無視したり、正しいスペルを入力するか候補リストから選択してミスを修正したり、その単語を辞書に追加す

ることができます。

入力中スペルチェック入力中スペルチェック：入力中にスペルミスを通常は赤い波線の下線で強調表示します。ドキュメント内のスペルミスを

右クリックすると、無視する、辞書に追加する、スペル候補から選択してスペルミスを自動的に修正するなどのオプショ

ンメニューが表示されます。

C1RichTextBox は、C1SpellChecker コンポーネントを使用した２種類のスペルチェックをサポートします。このコンポーネン

トも、ComponentOne for WPF/Silverlight に含まれています。C1SpellChecker は、他のコントロールもスペルチェックで

きるため、別のアセンブリとしてリリースされています。

モーダルスペルチェックモーダルスペルチェック

モーダルスペルチェックを実装するには、最初に C1.WPF.SpellChecker.4 または C1.Silverlight.SpellChecker.5 アセンブ

リへの参照をプロジェクトに追加します。次に、次のコードをプロジェクトに追加します。

WPF

VisualBasic

Imports C1.WPF.SpellChecker
Public Partial Class MainPage
   Inherits UserControl
   ' このページのすべてのコントロールで使用されるスペルチェッカー

   Private _spell As New C1SpellChecker()
   ' ページコンストラクタ

   Public Sub New()
       ' 通常の標準の初期化

       InitializeComponent()
      ' メインスペル辞書をロードします

       AddHandler _spell.MainDictionary.LoadCompleted, AddressOf 
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private void SpellCheck_Click(object sender, RoutedEventArgs e)
{
  _spell.CheckControlCompleted += _spell_CheckControlCompleted;
  _spell.CheckControlAsync(_rtb);
}
void _spell_CheckControlCompleted(object sender, CheckControlCompletedEventArgs e)
{
  if (!e.Cancelled)
  {
     var msg = string.Format(
     "スペルチェックが完了しました。{0} 個のエラーが見つかりました。", e.ErrorCount);
     MessageBox.Show(msg, "チェック完了", MessageBoxButton.OK);
  }
}

このコードは、C1SpellChecker.CheckControlAsync を呼び出します。モーダルスペルチェックが完了した

ら、C1SpellChecker.CheckControlCompleted イベントが発生し、スペルチェック操作が完了したことを示すダイアログボッ

クスを表示します。

次の画像は、動作中のスペルチェックダイアログボックスを示します。

構文の色指定構文の色指定

「C1TextPointer の理解」では、Selection プロパティを使用して現在の選択範囲に対応する C1TextRange オブジェクトを取

得する方法について説明し、そのオブジェクトを使用してカスタム書式を検証し、ドキュメントの各部に適用する方法についても

説明します。

ただし、範囲を選択することなく書式を検証したり範囲に適用したい場合もあります。Selection プロパティを使用してこれを実

行するには、現在の選択範囲を保存し、すべての書式を適用してから、元の選択範囲を復元する必要があります。また、選択

範囲を変更すると、新しい選択範囲を表示するために、ドキュメントがスクロールする可能性があります。

このような状況に対処するために、C1RichTextBox は GetTextRange メソッドを公開しています。GetTextRange メソッド

は、現在の選択範囲に影響を与えずに C1TextRange を返します。
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成し、Foreground プロパティを目的の値に設定します。HTML タグには濃い青色、タグ名には濃い赤色、および属性名には

明るい赤色を使用します。

必要なコードはこれだけです。次の画像は、今作成した構文の色指定を C1RichTextBox に適用し、その中に HTML ドキュメ

ントを表示したところです。

任意の HTML テキストをコントロールに入力するか、貼り付けて、アプリケーションをテストしてください。入力を止めるとすぐ

に、入力したテキストに自動的に色が付けられます。

実際のアプリケーションでは、テキスト変更の種類を検出し、ドキュメントの小さな部分の色指定を更新することで、構文の色

指定プロセスを最適化できます。さらにスタイルシート、コメントなどの要素を検出し、通常は正規表現の代わりに専用のパー

サーを使用します。

ただし、基本的なメカニズムは同じです。ドキュメント内の範囲を検出し、C1TextRange オブジェクトを取得し、書式設定を適

用します。

スタイルのオーバーライドスタイルのオーバーライド

「構文の色指定」では、C1TextRange オブジェクトを使用し、選択範囲を移動することなくドキュメントの一部分のスタイルを変

更する方法について説明しました。ただし、ドキュメント自体ではなく、ビューのみを変更する必要がある場合もあります。

たとえば、現在の選択範囲は、異なる前景色と背景色で強調表示されます。これは、ドキュメント自体ではなくビューに属する

スタイルの変更です。他の例としては、構文の色指定や入力中のスペルチェックがあります。

C1RichTextBox コントロールは、StyleOverrides プロパティを使用してこのようなシナリオをサポートします。このプロパティ

には、ビューにのみ適用される範囲とスタイルの変更を指定するためのオブジェクトのコレクションが含まれます。この方法に

は、前のセクションで行った C1TextRange オブジェクトにスタイルの変更を適用する方法に比べて、次の２つのメリットがあり

ます。

スタイルのオーバーライドはドキュメントに適用されず、ドキュメントを HTML として保存する際も適用されません（通

常、現在の選択範囲やスペルミスのインジケータをファイルに保存する必要はありません）。

この方法は、ドキュメントに変更を加えず、また現在可視の部分にのみ影響するので、C1TextRange オブジェクトを直

接変更する方法よりはるかに効率的です。

この方法には、ドキュメントフローに影響するスタイル要素をスタイルの変更に入れることができないという制限があります。ス

タイルのオーバーライドを使用して、背景や前景を変更したり、ドキュメントの一部に下線を引くことができます。ただし、フォン

トのサイズやスタイルの変更は、ドキュメントフローに影響する可能性があるので実行できません。
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brDarkRed[key]= new SolidColorBrush(Color.FromArgb(255, 180, 0, 0));
var brLightRed= new C1TextElementStyle();
brLightRed[key] = new SolidColorBrush(Colors.Red);
// 以前の色指定を削除します

_rangeStyles.Clear();
// 一致を強調表示します

var input = rtb.Text;
foreach (Match m in Regex.Matches(input, pattern))
{
  // タグ全体を選択して濃い青色にします

   var range = rtb.GetTextRange(m.Index, m.Length);
   _rangeStyles.Add(new C1RangeStyle(range, brDarkBlue));
  // タグ名を選択して濃い赤色にします

   var tagName = m.Groups["tagName"];
   range = rtb.GetTextRange(tagName.Index, tagName.Length);
   _rangeStyles.Add(new C1RangeStyle(range, brDarkRed));
  // 属性名を選択して明るい赤色にします

   var attGroup = m.Groups["attName"];
   if (attGroup != null)
   {
     foreach (Capture att in attGroup.Captures)
     {
       range = rtb.GetTextRange(att.Index, att.Length);
       _rangeStyles.Add(new C1RangeStyle(range, brLightRed));
     }
   }
}
}

変更されたコードは、元のコードとほとんど同じです。ドキュメントの色指定のためのブラシを作成する代わりに、前景のプロパ

ティをオーバーライドした C1TextElementStyle オブジェクトを作成します。このコードは、最初にオーバーライドコレクションを

クリアし、次に正規表現を使用してドキュメント内の各 HTML タグの場所を特定し、最後に範囲を C1TextElementStyle オブ

ジェクトに関連付ける C1RangeStyle オブジェクトをオーバーライドコレクションに挿入します。

この新しいコードを実行すると、パフォーマンスが格段に向上していることがわかります。新しいコードは、元のコードより数千

倍高速です。

ヒットテストヒットテスト

C1RichTextBox は、ユーザーの対話式操作を実装するための標準メカニズムとしてハイパーリンクをサポートします。さら

に、カスタムのマウス対話機能を追加して提供することもできます。たとえば、ユーザーが要素をクリックしたときに、カスタム

書式を適用したり、コンテキストメニューを表示することができます。

このようなシナリオを可能にするために、C1RichTextBox には、ElementMouse* イベントと GetPositionFromPoint メソッ

ドが公開されています。

マウスイベントをトリガした要素を確認するだけでよい場合は、イベントハンドラの source パラメータから取得できます。より詳

細な情報（要素内でクリックされた単語など）が必要な場合は、GetPositionFromPoint メソッドが必要で

す。GetPositionFromPoint はクライアント座標でポイントを受け取り、その位置をドキュメント座標で表す C1TextPosition
オブジェクトを返します。

C1TextPosition オブジェクトには、Element と Offset という２つの主要なプロパティがあります。Element プロパティはド

キュメント内の要素を表し、Offset プロパティは文字インデックス（要素が C1Run の場合）または指定されたポイントにある子

要素のインデックスです。

たとえば、次のコードは、C1RichTextBox を作成し、ハンドラを ElementMouseLeftButtonDown イベントに関連付けま
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void _rtb_ElementMouseLeftButtonDown(object sender, MouseButtonEventArgs e)
{
if (Keyboard.Modifiers != 0)
{
  // コントロール座標で位置を取得します

   var pt = e.GetPosition(_rtb);
  // その位置のテキストポインタを取得します

   var pointer = _rtb.GetPositionFromPoint(pt);
  // ポインタが C1Run をポイントしていることを確認します

   var run = pointer.Element as C1Run;
   if (run != null)
   {
     // C1Run 内の単語を取得します

     var text = run.Text;
    var start = pointer.Offset;
     var end = pointer.Offset;
     while (start > 0 && char.IsLetterOrDigit(text, start - 1))
       start--;
     while (end < text.Length - 1 && char.IsLetterOrDigit(text, end + 1))
       end++;
     // クリックされたランの太字プロパティを切り替えます

     var word = new C1TextRange(pointer.Element, start, end - start + 1);
     word.FontWeight =
       word.FontWeight.HasValue && word.FontWeight.Value == FontWeights.Bold
         ? FontWeights.Normal
       : FontWeights.Bold;
   }
}
}

FontWeight プロパティは、null 可能な値を返します。この範囲内で、この属性に複数の値が混ざって含まれる場合、このプ

ロパティは null を返します。FontWeight プロパティを切り替えるために使用するコードは、以前に書式設定ツールバーを実

装したときに使用したコードと同じです。

GetPositionFromPoint を使用すると、画面上のポイントから C1TextPosition オブジェクトを取得できま

す。GetRectFromPosition メソッドは逆の操作を実行します。すなわち、C1TextPosition オブジェクトの画面上の位置を表

す Rect を返します。これは、ドキュメントの特定部分の近くに UI 要素を表示するような場合に役立ちます。

HtmlFilter のカスタマイズのカスタマイズ

HtmlFilter は、HTML 文字列と C1Document を相互に変換するための C1RichTextBox のコンポーネントです。ま

た、C1HtmlDocument という HTML ドキュメントの中間表現と相互に変換することもできます。

C1HtmlDocument と C1Document の間で変換する際は、いくつかのイベントが発生するので、変換される各ノードをカスタ

マイズできます。以下のイベントがあります。

ConvertingHtmlNode: このイベントは、HTML ノードが変換される直前に発生します。イベントハンドラで処理済みの

マークが付けられていると、HtmlFilter はそのノードが変換されたと見なし、処理をスキップします。

ConvertedHtmlNode: このイベントは、ノードが変換された後に発生します。このイベントは、変換結果に多少の変更

を加える場合に使用できます。

ConvertingTextElement: このイベントは、C1TextElement が変換される直前に発生します。イベントハンドラで処

理済みのマークが付けられていると、HtmlFilter はその要素が変換されたと見なし、処理をスキップします。
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C1Document オブジェクトの使い方オブジェクトの使い方

ここまでは、C1RichTextBox コントロールのオブジェクトモデルに注目してきました。ただし、このコントロール

は C1Document オブジェクトの編集可能なビューということにすぎません。このオブジェクトは、基底のドキュメントを作成およ

び編集するための機能豊富なオブジェクトモデルを公開しています。このアーキテクチャは、FlowDocument オブジェクトの

ビューを提供する Microsoft WPF/Silverlight RichTextBox コントロールのアーキテクチャに似ています。

レポートの生成、インポートフィルタやエクスポートフィルタの実装などの多くのタスクの実行には、C1Document オブジェクト

の直接的なプログラミングが最も適しています。たとえば、Html プロパティは、C1Document オブジェクトと HTML 文字列を

相互に変換するメソッドを HTML フィルタとして公開しています。RTF、PDF などの他の一般的な形式をインポートおよびエク

スポートするための同様のフィルタクラスを実装することもできます。

C1RichTextBox は主にテキストを処理します。このコントロールは、コントロールコンテンツのフラットで線形的なビューを提供

します。一方、C1Document は、ドキュメントの構造を公開します。このドキュメントモデルにより、各段落、各リスト内の項目

などに含まれるランを簡単に列挙できます。これについては、後のセクションで説明します。

ドキュメントとレポートの作成ドキュメントとレポートの作成

C1Document を作成するプロセスの例を示すために、簡単なアセンブリドキュメントユーティリティを実装するために必要な手

順について説明します。

まず、新しいプロジェクトを作成し、C1.WPF.4 または C1.Silverlight.4 アセンブリと C1.WPF.RichTextBox.4 または

C1.Silverlight.RichTextBox.5 アセンブリへの参照を追加します。次に、ページのコンストラクタを次のように編集します。

VisualBasic

Imports C1.WPF
Imports C1.WPF.RichTextBox
Imports C1.WPF.RichTextBox.Documents
Public Partial Class MainPage
   Inherits UserControl
  ' C1Document ドキュメントを表示する C1RichTextBox
   Private _rtb As C1RichTextBox
   Public Sub New()
       ' デフォルトの初期化

       InitializeComponent()
      ' C1RichTextBox を作成してページに追加します

       _rtb = New C1RichTextBox()
       LayoutRoot.Children.Add(_rtb)
       ' ドキュメントを作成して C1RichTextBox に表示します

       _rtb.Document = DocumentAssembly(GetType(C1RichTextBox).Assembly)
       _rtb.IsReadOnly = True
   End Sub
End Class

C#

using C1.WPF;
using C1.WPF.RichTextBox;
using C1.WPF.RichTextBox.Documents;
public partial class MainPage : UserControl
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   ei.EventHandlerType.Name,
   ei.Name);
  doc.Blocks.Add(new Normal(text));
}

ここでプロジェクトを実行すると、次のようなウィンドウが表示されます。

結果のドキュメントは、他と同様に C1RichTextBox で表示および編集できます。C1RichTextBox の Html プロパティを使用

して、これを HTML にエクスポートしたり、クリップボードを使用して Microsoft Word、Excel などのアプリケーションにコピーす

ることもできます。

同じテクニックを使用して、データベースから取得したデータに基づくレポートを作成することもできます。書式設定されたテキ

ストに加えて、C1Document オブジェクトモデルは以下の機能をサポートします。

リストリスト

リストは、C1List のオブジェクトをドキュメントに追加して作成します。C1List オブジェクトには、C1ListItem のオブジェ

クトを含む ListItems プロパティがあります。このオブジェクトもブロックです。

ハイパーリンクハイパーリンク

ハイパーリンクは、C1Hyperlink のオブジェクトをドキュメントに追加して作成します。C1Hyperlink オブジェクトは、ラ

ン（通常はテキストを含む C1Run 要素）のコレクションを含む Inlines プロパティと、このハイパーリンクがクリックされ

たときに実行するアクションを決定する NavigateUrl を持ちます。

イメージイメージ

イメージなどの FrameworkElement のオブジェクトは、ドキュメントに C1BlockUIContainer オブジェクトを追加する

ことによって作成します。C1BlockUIContainer オブジェクトには Child プロパティがあり、これは任意の

FrameworkElement オブジェクトに設定できます。すべてのオブジェクトを HTML にエクスポートできるわけではあり

ません。イメージは、その処理方法が HTML フィルタで定義されている特別なケースです。

分割表示の実装分割表示の実装
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  rtb2.SetValue(Grid.RowProperty, 1);
  LayoutRoot.Children.Add(rtb2);
  // ２番目の C1RichTextBox を同じドキュメントに連結します

  rtb2.Document = _rtb.Document;
}

この新しいコードは、新しい C1RichTextBox をページに追加し、次に元の C1RichTextBox によって表示されるドキュメント

を Document プロパティに設定します。

プロジェクトを再度実行すると、次のようなウィンドウが表示されます。

下部のコントロールは編集可能です（IsReadOnly プロパティを False に設定していません）。そこに入力すると、両方のコント

ロールに変更が同時に表示されます。

このメカニズムは一般的です。さらに多くのビューを同じドキュメントに簡単に連結できます。さらに、基底のドキュメントに対す

る変更は、すべてのビューに即座に反映されます。

C1Document クラスの使用クラスの使用

前述のように、C1RichTextBox がコントロールコンテンツの線形的でフラットなビューを提供する一方、C1Document クラス

はドキュメント構造を公開します。

ドキュメントのオブジェクトを直接操作するメリットを示すために、ユーザーが［Ctrl］キーを押したときに、Heading2 タイプのす

べての段落のテキストを大文字にする機能を前の例に追加します。

C1RichTextBox が公開するオブジェクトモデルには、これを確実に実行できる機能はありません。書式設定に基づいてスパ

ンの場所を特定する必要がありますが、それは非効率で信頼性も高くありません。ユーザーが Heading2 で使用されている

書式設定と同じ書式をプレーンテキストに設定していたらどうなるでしょう。

C1Document オブジェクトモデルを使用すると、このタスクを容易に実行できます。

VisualBasic
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Public Sub New()
 ' デフォルトの初期化

   InitializeComponent()
   ' ここは変更しません...
 ' ２番目の C1RichTextBox を同じドキュメントに連結します

   rtb2.Document = _rtb.Document
   AddHandler rtb2.KeyDown, AddressOf rtb2_KeyDown
End Sub
Private Sub rtb2_KeyDown(sender As Object, e As KeyEventArgs)
   If e.Key = Key.Ctrl Then
       For Each heading2 As var In _rtb.Document.Blocks.OfType(Of Heading2)()
           Dim text = heading2.ContentRange.Text
           heading2.ContentRange.Text = text.ToUpper()
       Next
  End If
End Sub

C#

public MainPage()
{
  // デフォルトの初期化

  InitializeComponent();
  // ここは変更しません...
  // ２番目の C1RichTextBox を同じドキュメントに連結します

  rtb2.Document = _rtb.Document;
  rtb2.KeyDown += rtb2_KeyDown;
}
  void rtb2_KeyDown(object sender, KeyEventArgs e)
{
  if (e.Key == Key.Ctrl)
   {
    foreach (var heading2 in _rtb.Document.Blocks.OfType<Heading2>())
     {
      var text = heading2.ContentRange.Text;
      heading2.ContentRange.Text = text.ToUpper();
     }
   }
}

このコードはキーボード入力を監視します。ユーザーが［Ctrl］キーを押すと、ドキュメント内のすべての Heading2 要素が列

挙され、そのコンテンツが大文字に変換されます。

C1RichTextBox オブジェクトモデルを使用して同じ作業を行うと、さらに多くのコードが必要になり、結果もそれほど信頼でき

ません。

C1TextPointer の理解の理解

C1TextPointer クラスは、C1Document 内の位置を表します。その目的は、C1Document の走査と操作を容易にすること

です。この機能は WPF/Silverlight の TextPointer クラスに似ていますが、オブジェクトモデルには多くの違いがあります。
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C1RichTextBoxToolbar の使い方の使い方

C1RichTextBoxToolbar コントロールは、C1RichTextBox コントロールを簡単に完全なテキストエディタに変えるだけの十

分な機能を備えたリボン形式のツールバーです。C1RichTextBoxToolbar コントロールは、完全なカスタマイズを可能にする

C1Toolbar コントロールに基づいてます。

C1RichTextBoxToolbar コントロールを C1RichTextBox コントロールに接続するには、RichTextBox プロパティをこのツー

ルバーにリンクするコントロールの名前に設定します。例については、「C1RichTextBoxToolbar を C1RichTextBox に接続

する」を参照してください。

アプリケーションに C1RichTextBoxToolbar を追加すると、次のようになります。

ツールバー内のボタンは、Microsoft Word などのエディタにあるオプションとよく似ています。したがって、エンドユーザーとっ

ては使い慣れたツールです。［ホーム］。［ホーム］と［テーブル］［テーブル］の２つのタブがあります。

［ホーム］タブ［ホーム］タブ

［ホーム］［ホーム］タブには、［編集］、［フォント］、［段落］、［挿入］、［編集］、［フォント］、［段落］、［挿入］、および［ツール］の５つの要素グループが定義されています。

［テーブル］タブ［テーブル］タブ

［テーブル］［テーブル］タブには、［テーブル］、［行と列］、［マージ］、［セル］、［テーブル］、［行と列］、［マージ］、［セル］の４つの要素グループが定義されてます。

 

View Tab

The View Tab which includes three defined group of elements; Views, Zoom, and Line Number.

The Views group allows you to view the document in Print Layout and Draft mode.
The Zoom group allows you to Zoom In and Zoom out the document for specific purposes. It also allows you
to view the document pages in multiple modes like One Page, Two Pages, and Fit Width.
The Line Number group allows you provide line numbers to the text in C1RichTextBox. You can select
continuous numbering for all pages, separate line numbering sequence for each page, or no line numbering.
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［編集］グループ［編集］グループ

［編集］［編集］グループは、コピー、貼り付け、元に戻すなどの標準的な編集ツールを提供します。次の画像のようになります。

［編集］［編集］グループには、次のオプションがあります。

貼り付け：［貼り付け］貼り付け：［貼り付け］ボタンをクリックすると、選択したテキストが C1RichTextBox に貼り付けられます。テキストを選

択した状態で［Ctrl］+［V］キーを押しても、テキストを貼り付けることができます。

切り取り：［切り取り］切り取り：［切り取り］ボタンをクリックすると、選択したテキストが切り取られ、クリップボードに貼り付けられます。テキス

トを選択した状態で［Ctrl］+［X］キーを押しても、テキストを切り取ることができます。

コピー：［コピー］コピー：［コピー］ボタンをクリックすると、選択したテキストをコピーして、C1RichTextBox または他のアプリケーション

に貼り付けることができます。テキストを選択した状態で［Ctrl］+［C］キーを押しても、テキストをコピーできます。

元に戻す：［元に戻す］元に戻す：［元に戻す］ボタンをクリックすると、前に C1RichTextBox のコンテンツに加えられた変更が元に戻ります。。

［元に戻す］［元に戻す］ボタンは、変更が行われるまではアクティブになりません。［Ctrl］+［Z］キーを押しても、変更を元に戻すこ

とができます。

やり直し：［元に戻す］やり直し：［元に戻す］ボタンをクリックした後に［やり直し］［やり直し］ボタンをクリックすると、前に元に戻した変更をやり直します。。

［やり直し］［やり直し］ボタンは、［元に戻す］、［元に戻す］ボタンがクリックされるまでアクティブになりません。［Ctrl］+［Y］キーを押しても、変更

をやり直すことができます。

［書式のコピー［書式のコピー/貼り付け］：貼り付け］： ［書式のコピー［書式のコピー/貼り付け］貼り付け］ボタンをクリックすると、選択したテキストの書式設定をコピーし

て、他のテキストに適用できます。

［段落］グループ［段落］グループ

［段落］［段落］グループには、C1RichTextBox コントロールで使用される段落設定をカスタマイズするためのオプションがあります。

［段落］グループの外観は次の画像のようになります。
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マージン：［マージン］マージン：［マージン］ドロップダウンボックスを使用すると、テキストの周囲の左左、右右、上上、および下のマージンの大きさ

を設定できます。デフォルトでは、左左、右右、上上マージンの値は００、下マージンの値 10 に設定されます。

パディング：［パディング］パディング：［パディング］ドロップダウンボックスを使用すると、選択されたテキストの周囲の左左、右右、上上、および下のパ

ディングの大きさを設定できます。デフォルトでは、これらの値は００に設定され、パディングはありません。

［挿入］グループ［挿入］グループ

［挿入］［挿入］グループを使用すると、C1RichTextBox コントロール内のコンテンツを挿入できます。［挿入］グループの外観は次の

画像のようになります。

［挿入］グループには、次のオプションがあります。

画像の挿入：［画像の挿入］画像の挿入：［画像の挿入］ボタンをクリックすると、［画像の挿入］、［画像の挿入］ダイアログボックスが表示され、挿入する画像を参

照して選択したり、画像の URL を入力することができます。

記号の挿入：［記号の挿入］記号の挿入：［記号の挿入］オプションをクリックすると、RichTextBox に挿入する記号を選択するためのドロップダウン

ダイアログボックスが表示されます。
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ハイパーリンクの挿入：［ハイパーリンクの挿入］ハイパーリンクの挿入：［ハイパーリンクの挿入］ボタンをクリックすると、［ハイパーリンクの挿入］、［ハイパーリンクの挿入］ダイアログボックスが

表示され、挿入するハイパーリンクテキストと URL を入力できます。

ハイパーリンクの削除：［ハイパーリンクの削除］ハイパーリンクの削除：［ハイパーリンクの削除］ボタンをクリックすると、選択したテキスト内のハイパーリンクが削除さ

れます。RichTextBox 内のハイパーリンクを強調表示し、［ハイパーリンクの削除］、［ハイパーリンクの削除］ボタンをクリックしてリンクを削除しま

す。

［ツール］グループ［ツール］グループ

［ツール］［ツール］グループを使用すると、C1RichTextBox コントロール内のコンテンツを操作および編集できます。［ツール］グループ

の外観は次の画像のようになります。

［ツール］［ツール］グループには、次のオプションがあります。

スペルチェック：［スペルチェック］スペルチェック：［スペルチェック］ボタンをクリックすると、［スペル］、［スペル］ダイアログボックスが表示されます。このボタンをア

クティブ化するには、スペルチェックを設定する必要があります。詳細については、「スペルチェック」を参照してくださ

い。［スペル］。［スペル］ダイアログボックスでは、提案されたスペルを確認して、エラーを無視無視したり、同じ単語のエラーをすべてすべて

無視無視したり、現在のスペルを提案されているスペルに変更変更したり、現在のスペルの出現箇所をすべて変更すべて変更したり、現在

のスペルをスペルチェック辞書に追加追加したり、提案されたスペルに基づいてその他のスペルを表示したり、ダイアログ

ボックスを閉じてスペルチェック操作をキャンセルキャンセルすることができます。
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C1SimplifiedRichTextBoxToolbarの使い方の使い方

The new C1SimplifiedRichTextBoxToolbar offers WPF Simplified Ribbon which provides you an option to work with
a single line collapsed view or an expanded view containing three line appearances. This allows you to allocate more
screen space to the working area of your application. In addition, it automatically combines items in a group into a
dropdown when it doesn’t have enough space to display all group items across the window width.

The control is represented by the C1SimplifiedRichTextBoxToolbar class. It has improvised look and feel in
comparison to C1RichTextBoxToolbar as shown in GIF below.

 

Quick Start

In this step, you create a new WPF application and add the RichTextBox and SimplifiedRichTextBoxToolbar
controls in XAML. After completing this step, you have a mostly functional text-rich editor.

In Design View

To add the RichTextBox control to your WPF application in Design view, perform the following steps

1. Create a new WPF application in Visual Studio.
2. Navigate to the Toolbox and locate the C1RichTextBox and C1SimplifiedRichTextBoxToolbar controls.
3. Double-click the C1RichTextBox and C1SimplifiedRichTextBoxToolbar icons to add the controls to the

MainWindow.
4. In the XAML view, add the relevant namespaces to the page by editing the MainWindow tags.

XAML

xmlns="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation"
xmlns:x="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml"
xmlns:c1="http://schemas.componentone.com/winfx/2006/xaml" 
x:Class="RTBQuickStart.MainWindow"
Title="MainWindow" Height="350" Width="525">

5. Place the cursor between the <Grid> and </Grid> tags, click once, and add the following markup within the
<Grid> tags to add a StackPanel panel.
XAML

<StackPanel HorizontalAlignment="Left" Margin="0,10,0,0" x:Name="SP" 
VerticalAlignment="Top" Height="418" Width="645" Grid.ColumnSpan="2" 
Grid.Column="1"/>

     
6. Click between the StackPanel tags and add the following markup to edit the appearance and positioning of

RichTextBox and SimplifiedRichTextBoxToolbar controls in the XAML view.
XAML

<c1:C1RichTextBox Name="c1RichTextBox1" Margin="0,127,0,10"/>
<c1:C1SimplifiedRichTextBoxToolbar RichTextBox="{Binding ElementName= 
c1RichTextBox1}" Name="C1RTBTB" Margin="3,0,-3,197" />

copyCode

copyCode
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RichTextBox でサポートされる要素でサポートされる要素

以下のセクションでは、RichTextBox for WPF/Silverlight でサポートされている HTML 4 要素、HTML 属性、CSS2 プロパ

ティ、および CSS セレクタについて詳細に説明します。

HTML 要素要素

RichTextBox for WPF/Silverlight は、多数の HTML 4 要素をサポートしています。次の表は、HTML 要素の名前と、それ

が RichTextBox for WPF/Silverlight でサポートされるかどうかを示します。

名前名前 サポートサポート

A ○

ABBR ○

ACRONYM ○

ADDRESS ○

APPLET ×

AREA ×

B ○

BASE ×

BASEFONT ○

BDO ×

BIG ○

BLOCKQUOTE ○

BODY ○

BR ○

BUTTON ×

CAPTION ×

CENTER ○

CITE ○

CODE ○

COL ○

COLGROUP ○

DD ○

Del ○

DFN ○

DIR ○

DIV ○
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OPTGROUP ×

OPTION ×

P ○

PARAM ×

Pre ○

Q ×

S ○

SAMP ○

SCRIPT ×

SELECT ×

SMALL ○

SPAN ○

STRIKE ○

STRONG ○

STYLE ○

SUB ○

SUP ○

○

TABLE ○

TBODY ○

TD ○

TEXTAREA ×

TFOOT ○

TH ○

THEAD ○

TITLE ×

TR ○

TT ○

U ○

UL ○

VAR ○

HTML の属性の属性

RichTextBox for WPF/Silverlight は、多数の HTML 4 属性をサポートしています。次の表は、HTML 属性の名前および要

素と、それが RichTextBox for WPF/Silverlight でサポートされるかどうかを示します。
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type LI ×

type OL ×

type UL ×

type BUTTON ×

usemap IMG、INPUT、OBJECT ×

valign COL、COLGROUP、TBODY、TD、TFOOT、TH、THEAD、TR ○

value INPUT ×

value OPTION ×

value PARAM ×

value BUTTON ×

value LI ×

valuetype PARAM ×

version HTML ×

vlink BODY ×

vspace APPLET、IMG、OBJECT ○

width HR ×

width IFRAME ×

width IMG、OBJECT ○

width TABLE ×

width TD、TH ×

width APPLET ×

width COL ○

width COLGROUP ×

width PRE ×

CSS2 プロパティプロパティ

RichTextBox for WPF/Silverlight は、多数の CSS2 プロパティをサポートしています。次の表は、CSS2 プロパティの名前お

よびメディアグループと、それが RichTextBox for WPF/Silverlight でサポートされるかどうかを示します。

名前名前 メディアグループメディアグループ サポートサポート コメントコメント

azimuth aural ×

background-
attachment

visual ×

background-
color

visual ○

background-
image

visual ○ 画像は繰り返されません。
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text-align visual ○

text-decoration visual ○

text-indent visual ○

text-transform visual ×

top visual ×

unicode-bidi visual ×

vertical-align visual ○ <percentage> と <length> 以外のすべての値。

visibility visual ○

voice-family aural ×

volume aural ×

white-space visual ○ nowrap と pre は、normal と pre-wrap として扱われます。

widows visual、paged ×

width visual ○ img 要素内のみ。

word-spacing visual ×

z-index visual ×

CSS2 セレクタセレクタ

RichTextBox for WPF/Silverlight は、多数の CSS2 セレクタをサポートしています。次の表は、CSS2 セレクタのパターンお

よび CSS レベルと、それが RichTextBox for WPF/Silverlight でサポートされるかどうかを示します。

パターンパターン CSS レベルレベル サポートサポート

* 2 ○

E 1 ○

E[foo] 2 ○

E[foo="bar"] 2 ○

E[foo~="bar"] 2 ○

E[foo^="bar"] 3 ○

E[foo$="bar"] 3 ○

E[foo*="bar"] 3 ○

E[foo|="en"] 2 ○

E:root 3 ×

E:nth-child(n) 3 ×

E:nth-last-child(n) 3 ×

E:nth-of-type(n) 3 ×

E:nth-last-of-type(n) 3 ×

E:first-child 2 ×
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RichTextBox for WPF の外観の外観

以下のトピックでは、C1RichTextBox コントロールのレイアウトと外観をカスタマイズする方法について詳しく説明します。

ClearStyle 技術を使用して、グリッドの一部にスタイルを設定できます。テーマを使用することで、グリッドの外観をカスタマイ

ズしたり、WPF/Silverlight の XAML ベースのスタイル設定を活用することができます。

ComponentOne ClearStyle 技術技術

ClearStyle は、WPF コントロールと Silverlight コントロールのスタイル設定をすばやく簡単に実行できる新技術です。

ClearStyle を使用すると、面倒な XAML テンプレートやスタイルリソースを操作しなくても、コントロールのカスタムスタイルを

作成できます。

現在のところ、すべての標準 WPF/Silverlight コントロールにテーマを追加するには、スタイルリソーステンプレートを作成する

必要があります。Microsoft Visual Studio ではこの処理は困難であるため、Microsoft は、このタスクを簡単に実行できるよう

に Expression Blend を導入しました。ただし、Blend に不慣れであったり、十分な学習時間を取れない開発者にとっては、こ

の２つの環境を行き来することはかなり困難な作業です。デザイナに作業を任せることも考えられますが、デザイナと開発者

が XAML ファイルを共有すると、かえって煩雑になる可能性があります。

このような場合に、ClearStyle を使用します。ClearStyle は、Visual Studio を使用して直感的な方法でスタイル設定を実行

できるようにします。ほとんどの場合は、アプリケーション内のコントロールに対して単純なスタイル変更を行うだけなので、こ

の処理は簡単に行えるべきです。たとえば、データグリッドの行の色を変更するだけであれば、１つのプロパティを設定するだ

けで簡単に行えるようにする必要があります。一部の色を変更するためだけに、完全で複雑なテンプレートを作成する必要は

ありません。

ClearStyle の仕組みの仕組み

コントロールのスタイルの主な要素は、それぞれ単純な色プロパティとして表されます。これが集まって、コントロール固有のス

タイルプロパティセットを形成します。たとえば、Gauge には PointerFill プロパティや PointerStroke プロパティがあ

り、DataGrid の行には SelectedBrush や MouseOverBrush があります。

たとえば、フォーム内に ClearStyle をサポートしていないコントロールがあるとします。その場合は、ClearStyle によって作成さ

れた XAML リソースを使用して、フォーム内の他のコントロールを調整して合わせることができます（正確な色合わせなど）。ま

た、スタイルセットの一部を ClearStyle（カスタムスクロールバーなど）で上書きしたいとします。ClearStyle は拡張可能なので

これも可能です。必要な場所でスタイルを上書きできます。

ClearStyle は、すばやく簡単にスタイルを変更することを意図したソリューションですが、ComponentOne のコントロールには

引き続き従来の方法を使用して、必要なスタイルを細かく指定して作成できます。完全なカスタム設計が必要になる特別な状

況で ClearStyle が邪魔になることはありません。

C1RichTextBox のの ClearStyle プロパティプロパティ

RichTextBox for WPF/Silverlight は、コントロールのテンプレートを変更することなくコントロールの色を簡単に変更できる

ComponentOne の新しい ClearStyle 技術をサポートします。色のプロパティをいくつか設定するだけで、コントロールのスタ

イルを簡単に設定できます。

次の表に、C1RichTextBox コントロールのブラシのプロパティの概要を示します。

ブラシブラシ 説明説明

Background コントロールの背景のブラシを取得または設定します。

BorderBrush コントロールの境界線のブラシを取得または設定します。

SelectionBackground 選択したテキストの背景の塗りつぶしに使用されるブラシを取得または設定します。

SelectionForeground 選択したテキストの前景の塗りつぶしに使用されるブラシを取得または設定します。
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いくつかのプロパティを設定して、C1RichTextBox コントロールの外観を完全に変更できます。たとえば、Background プロ

パティを「#FFE20C0C」に設定すると、C1RichTextBox コントロールは次のようになります。

C1RichTextBox のテーマのテーマ

RichTextBox for WPF/Silverlight には、グリッドの外観をカスタマイズできるいくつかのテーマが組み込まれていま

す。C1RichTextBox コントロールを初めてページに追加すると、次の図のように表示されます。

これは、このコントロールのデフォルトの外観です。この外観は、組み込みテーマの１つを使用したり、独自のカスタムテーマを作成するこ

とで変更できます。すべての組み込みテーマは、WPF/Silverlight Toolkit テーマに基づいています。以下に、組み込みテーマの説明と図

を示します。以下の図では、選択状態のスタイルを示すために１つの行が選択されています。

テーマ名テーマ名 テーマのプレビューテーマのプレビュー

C1ThemeBureauBlack
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タスク別ヘルプタスク別ヘルプ

タスク別ヘルプは、ユーザーの皆様が Visual Studio .NET でのプログラミングに精通しており、C1RichTextBox コントロール

の一般的な使用方法を理解していることを前提としています。RichTextBox for WPF/Silverlight  製品を初めて使用される

場合は、まず「クイックスタート」を参照してください。

このセクションの各トピックは、RichTextBox for WPF/Silverlight  製品を使用して特定のタスクを実行するためのソリュー

ションを提供します。

また、タスク別ヘルプトピックは、新しい WPF/Silverlight プロジェクトが既に作成されていることを前提としています。

テキストコンテンツの設定テキストコンテンツの設定

Text プロパティは、C1RichTextBox コントロールのテキストのコンテンツを決定します。デフォルトでは、C1RichTextBox コ
ントロールは最初はブランクで、コンテンツがありませんが、設計時、XAML、またはコードでこの値をカスタマイズできます。

HTML マークアップをコントロールのコンテンツとして設定することもできます。詳細については、「HTML コンテンツの設定」を

参照してください。

設計時設計時

Text プロパティを設定するには、次の手順に従います。

1. C1RichTextBox コントロールをクリックして選択します。

2. ［プロパティ］ウィンドウに移動し、Text プロパティの横にあるテキストボックスにテキスト（たとえば、Hello World!）を入

力します。

これで、Text プロパティは指定された値に設定されます。

XAML の場合の場合

たとえば、Text プロパティを設定するには、次に示すように Text="Hello World!" を <c1rtb:C1RichTextBox> タグに追加しま

す。

XAML

<c1rtb:C1RichTextBox HorizontalAlignment="Left" Margin="10,10,0,0" 
Name="C1RichTextBox1"
VerticalAlignment="Top" Height="83" Width="208" Text="Hello World!" />

コードの場合コードの場合

たとえば、Text プロパティを設定するには、プロジェクトに次のコードを追加します。

VisualBasic

C1RichTextBox1.Text = "Hello World!"

C#

c1RichTextBox1.Text = "Hello World!";

ここまでの成果ここまでの成果
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C1RichTextBox コントロールのテキストコンテンツを設定しました。アプリケーションを実行すると、最初に「Hello World!」（ま
たは選択したテキスト）がコントロールに表示されます。

HTML マークアップをコントロールのコンテンツとして設定することもできます。詳細については、「HTML コンテンツの設定」を

参照してください。

HTML コンテンツの設定コンテンツの設定

Html プロパティは、C1RichTextBox コントロールの HTML マークアップのコンテンツを決定します。デフォルトで

は、C1RichTextBox コントロールは最初はブランクで、コンテンツがありませんが、設計時、XAML、またはコードでこの値を

カスタマイズできます。テキストをコントロールのコンテンツとして設定することもできます。詳細については、「テキストコンテン

ツの設定」を参照してください。

設計時設計時

Html プロパティを設定するには、次の手順に従います。

1. C1RichTextBox コントロールをクリックして選択します。

2. ［プロパティ］ウィンドウに移動し、Html プロパティの隣にあるテキストボックスに "&lt;h1&gt;Hello
World!&lt;/h1&gt;" などのテキストを入力します。

これで、Html プロパティは指定された値に設定されます。

XAML の場合の場合

たとえば、Html プロパティを設定するには、次に示すように Html="Hello World!" を <c1rtb:C1RichTextBox> タグに追加し

ます。

XAML

<c1rtb:C1RichTextBox HorizontalAlignment="Left" Margin="10,10,0,0" 
Name="C1RichTextBox1"
VerticalAlignment="Top" c1:C1NagScreen.Nag="True" Height="83" Width="208" Html="
<h1>Hello
World!</h1>" />

コードの場合コードの場合

たとえば、Html プロパティを設定するには、プロジェクトに次のコードを追加します。

VisualBasic

Me.C1RichTextBox1.Html = "<h1>Hello World!</h1>"

C#

this.c1RichTextBox1.Html = "<h1>Hello World!</h1>";
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